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TOPICS  ● こんなところにも大阪大学

コンセプトは「感性にふれる
4 4 4 4

」

ニフレルは大阪大学吹田キャンパスからほ

ど近い、国内最大級の大型複合施設「エキス

ポシティ」の中にある。名前の由来にもなっ

ているコンセプトは、「感性にふれる
4 4 4 4

」。ニフ

レルの小畑洋館長は「（運営会社の）海遊館

が、世界最大級の水族館として培った25年

の経験を生かし、アートを楽しむような感覚

で、生き物や自然を“直感的に”楽しめるよ

う工夫しています」と説明する。

新感覚のミュージアム

ニフレルは、水族館、動物園、美術館の

ジャンルを超えた“生きているミュージアム”。

「例えば、水槽の形や配置は、アーティス

ティックな照明や映像などを組み合わせたイ

ンスタレーション（空間展示）の手法を使って

います。澄んだ水の中で泳ぐ美しい色や不思

議な形の魚、間近で見るホワイトタイガーや

ミニカバ、ペンギンなど約150種2000点の

生き物たちと出会うことができます」

 また、1・2階の吹き抜け空間には、直径5㍍

の球体スクリーンが浮かび、「『自然現象の美

しい瞬間』を切り取った映像と音楽が降り注

ぎます。皆さん一人ひとりの感性にふれ、そ

れぞれの体験の記憶と展示がリンクするのを

期待しています」と小畑館長。

マチカネワニにふれる

　「うごきにふれる」

ゾーン入り口で壁を

突き破り、大きな口

を開けて来館者を待

ち受けているのが、

マチカネワニの実物

大復元模型。マチカ

ネワニは大阪大学豊

中キャンパスから発

見された、日本で初

めてのワニ類の全身骨格化石。「現存する生き

物だけでなく、時間を超えたつながりを表現し

たくて。『この地にワニが!? すごい』と思ってほ

しいです」と意気込む。ここは、ニフレルのフォ

トサービススポットにもなっている。

阪大総合学術博物館と連携

 「展示は意味のあるものがいいとマチカネ

ワニを推したのですが、はじめは学術的で、

しかも現存しない生き物なので断念しかけま

した」と、管理運営チームの奥町卓大さん。そ

こで大阪大学総合学術博物館が、頭骨と下

あごの骨のレプリカを貸し出し助言するなど

して協力。前脚から頭にかけての姿を復元し、

展示が実現した。

マチカネワニについての共著がある博物館の

元館長、江口太郎名誉教授は「温帯性のワニと

いうことでも珍しく、また今も解明できていな

い部分が多く研究が続いています」とその魅力

を語り、博物館の上田貴洋教授は「骨から忠実

にマチカネワニの姿が再現されたのは初めて。

ぜひ多くの方に見ていただきたい」と期待する。

 大阪大学とニフレルは今後も研究と展示が

よりよい形でつながるよう連携協定を結び、

より一層協力を進めていく予定だ。

万博記念公園（吹田市）に今年11月19日に開館したミュージアム
「NIFREL（ニフレル）」にマチカネワニ出現！─豊中キャンパスで
発見された、約45万年前の巨大なワニの化石が、大阪大学総合学術
博物館が協力して初めて実物大の姿に復元され、人気になっている。

　「うごきにふれる」ゾーン入口で。
（左から）ニフレル管理運営チームの
奥町さん、小畑館長

生きているミュージアム
　「ニフレル」に「マチカネワニ」現る

■NIFREL（ニフレル）
（大阪府吹田市千里万博公園2-1）
運営は株式会社海遊館。エキスポシティ内に「生きているミュージアム」として
2015年11月オープン。営業は10～20時（最終入館19時）、年中無休。入館料金
は大人（16歳以上）・高校生1900円、小・中学生1000円、3歳以上600円。最寄駅
は大阪モノレール万博記念公園駅。
お問い合わせ：TEL 0570-022060（ナビダイヤル）

▲マチカネワニ
1964年、大阪大学豊中キャンパス（待兼山丘陵）から、日本で
初めてのワニ類の全身骨格化石として発見された。約45万年
前の地層からの出土で、体長約7㍍の大型ワニで、国の登録記
念物。化石は大阪大学総合学術博物館で保存・展示されている。

▲小畑洋館長

新感覚で楽しめる
展示の数々
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受賞・表彰

 「平成26年度特別研究員等審査会専門委員（書面担当）及び
 国際事業委員会書面審査員の表彰（日本学術振興会）」受賞
　中村博昭教授（理学研究科）
　伊藤利道教授（工学研究科）
　眞田靖士准教授（工学研究科）
　野崎正美准教授（微生物病研究所）
　藤井穂高准教授（微生物病研究所）
　池田茂准教授（太陽エネルギー化学研究センター）

 「AICFM13 Best Paper Award（Best paper award of the 13th
 Asian International Conference on Fluid Machinery）」受賞
　杉山和靖教授（基礎工学研究科）
　堀口祐憲准教授（基礎工学研究科）
　阪口季望矢さん（基礎工学研究科修士課程修了生）
　坪内孝太さん（基礎工学研究科修士課程）
　豊島正和さん（基礎工学研究科修士課程）

 「第39回（2015年秋季）応用物理学会講演奨励賞」受賞
　近藤崇博特任研究員（工学研究科）
　田村孝弘さん（工学研究科博士課程）
　冨永勇佑さん（工学研究科修士課程）
　鎌田祥平さん（基礎工学研究科修士課程）
　岡本和馬さん（基礎工学研究科修士課程）

◉平成27年 秋の勲章
瑞宝中綬章

 瑞宝双光章

　渕端孟名誉教授（歯学研究科）
　畑田耕一名誉教授（基礎工学研究科）

　藤原忠元職員（歯学部）

 「2015年度 日本神経化学会奨励賞」受賞
  　近藤誠助教（医学系研究科）
 「2015年度 発酵と代謝研究奨励賞」受賞
  　尾島由紘助教（基礎工学研究科）
 「IEEE EMBS Japan Chapter Young Researcher Award」受賞
  　吉元俊輔助教（基礎工学研究科）
 「第36回日本レーザー医学会総会 総会賞」受賞
  　本多典広特任助教（常勤）（未来戦略機構）
 「17th International Symposium on Laser-Aided Plasma
 Diagnostics Poster Award」受賞

  　近藤崇博特任研究員（工学研究科）
 「第39回結晶成長討論会若手ポスター賞」受賞
  　森陽一朗さん（工学研究科博士課程）
 「MTSA/TeraNano 2015 Best Poster Award」受賞
  　Nguyen Pham Hai Huyさん（基礎工学研究科博士課程）
 「第15回コンクリート構造物の補修、補強、アップグレードシンポジウム
 優秀論文賞」受賞
　石田卓也さん（工学研究科修士課程）

 「URSI-JRSM-2015 Student Paper Competition 2nd prize」受賞
　安田優さん（基礎工学研究科修士課程）

「第61回角川短歌賞」受賞
　鈴木加成太さん（文学部4年）

 「第23回コサッド・セッフォン帽子フェスティバル・インターナショナル帽子コンクール
サン・キャトリーヌ部門優秀賞」 受賞

  　藤原咲子さん（外国語学部4年）
 箕面市長表彰
  　藤原咲子さん（外国語学部4年）

 「ASSL Outstanding Student Oral Presentation Award」受賞
  　上田健太郎さん（工学部4年）
 「サステイナブルキャンパス賞2015 奨励賞」受賞
　下田吉之環境・エネルギー管理部副部長（工学研究科・教授）

 「吹田市長賞」受賞
  　坂口志文教授（免疫学フロンティア研究センター）
 「東南アジア史学会賞」受賞
　菅原由美准教授（言語文化研究科）

濱川圭弘 名誉教授が文化功労者に
革新的な太陽電池の研究開発の先駆者

平成27年度の文化功労者に、本学の濱川圭弘名誉教授（基礎工学部）が選ばれました。

濱川名誉教授は、太陽電池の変換効率を向上させるための先駆的な研究など、太陽光発電領

域の発展に多大な貢献をされました。

昭和51 年 1 月 大阪大学基礎工学部教授
平成 8 年 4 月 大阪大学名誉教授

 立命館大学理工学部教授
平成10 年 4 月 立命館大学副学長
平成15 年 4 月 立命館大学総長顧問

　 （平成19年3月まで）

平成 6 年 4 月 科学技術長官賞
平成 7 年 4 月 紫綬褒章
平成17年 4 月 米国Karl Beor Solar Energy Medal of Merit
平成23年 4 月 瑞宝中綬章

▼受賞歴

大変、光栄に思っております。この度の受賞は、太陽電池の高効率化、生産性革新につなが

る研究開発と世界規模での普及を共に進めてきた仲間のおかげであり、心よりお礼を申し上げます。

　太陽光発電は、私が研究を始めた時代には夢物語でした。現在では、一般家庭にも電力とし

て供給されていることに、大変満足しております。人 が々太陽光という自然の恵みを感じ幸せに暮

らせることは、最上の喜びであり、太陽光利用技術の発展に少しでも貢献できたことは研究者冥利

につきる幸せであります。今後も技術が進歩し太陽エネルギーにより人 の々暮らしがより良くなってい

けば本望であります。現在研究に携わっている科学者の方 に々よる技術のさらなる革新を固く信じ

ており、是非頑張っていただきたい。

• 濱川名誉教授の喜びの声

昭和33 年10 月 大阪大学工学部助手
昭和37 年 8 月 大阪大学基礎工学部講師
昭和39 年 3 月 工学博士（大阪大学）
昭和39 年 4 月 大阪大学基礎工学部助教授
昭和40 年 9 月 イリノイ大学マテリアルリサーチ研究所

客員助教授（昭和42年6月まで）

▼プロフィール


